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研究成果の概要（和文）： 

本研究では２回の一般人を対象とする裁判員制度と刑事司法に関する質問票調査を行った。
主な知見は、(1)被告人、被疑者に対して一般的に厳しい態度を取っている。(2)裁判員裁判に
ついては、わかりやすさ、民主主義という観点からは高く評価しているが、真実発見という観
点からは評価は低い。(3)裁判員になる意欲は全般的には高くはない。 (4)第１波調査と第２波
調査の比較では、全般的に裁判員制度への肯定的評価が高まっている。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Our research project conducted two questionnaire surveys among ordinary people in Japan, 
in order to research the Japanese attitudes toward criminal justice and those toward the 
lay judge system.   
The knowledge we acquired from these surveys is as follows. (1)Ordinary people generally 

take severer attitudes toward suspects or defendants. (2)They highly evaluate the lay 
judge system with respect to understandability and democracy, while the evaluation of 
finding the truth is rather negative. (3)They are not very willing to serve as lay judge 
in general, however, the self-directive people with higher educational background and 
high-income, who are less dependent on the others or the government, are more willing. 
(4)Positive evaluations of the lay judge system were observed more in the second survey 
than the first survey. 
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１．研究開始当初の背景 

２００８年５月に裁判員制度が始まるこ
ととなった。これは司法への国民参加という

法制度の大改革であり、このような改革を国
民が受け入れ、裁判員制度が定着していくか
どうかは、政策的に重要な課題である。さら



に、それにもまして、理論的には、人々が新
しい法制度にいかに適応していくのかある
いはいかないのかという問題であり、法社会
学の観点から重要な研究課題である。 
 
２．研究の目的 
裁判員制度導入前と導入後でひとびとの

裁判員制度と刑事司法に対する意識（社会心
理学の用語を用いれば態度）がどう変化した
かを明らかにする。さらに、弁護士の裁判員
制度と刑事司法に対する意識も明らかにす
る。 

 
３．研究の方法 
本研究では２回の一般人を対象とする裁

判員制度と刑事司法に関する質問票調査（第
１波：2008 年 2 月、サンプル数 1,800、有効
回答数 1,150、第２波：2011 年 2 月、サンプ
ル数 1,600、有効回答数 1,109）を行った。
質問項目の大部分は共通である。質問項目は、
裁判所・警察に対する信頼、刑事被告人の権
利保障、厳罰主義、死刑、刑罰の目的、弁護
人の評価、裁判員になる意欲とその障害など
からなる。 
 また、本研究ではさらに、郵送調査法を用
いて、裁判員裁判と刑事司法に対する、弁護
士の態度（一般人との比較、一般人の態度に
ついてのメタ認知を含む）、裁判員裁判につ
いての意欲、刑事弁護の経験などを尋ねた
（東京３会からランダムサンプル 1500、京都
弁護士会と札幌を除く北海道３会は悉皆、回
収率は、それぞれ 48%、37%、58%）。 
 
４．研究成果 

主な知見は、一般人調査については、(1)
被告人、被疑者に対して一般的に厳しい態度
を取っている。(2)裁判員裁判については、
わかりやすさ、民主主義という観点からは高
く評価しているが、真実発見という観点から
は評価は低い。(3)裁判員になる意欲は全般
的には高くはない。その中では、自律的（他
者へ政府への依存が低い）で、高学歴、高収
入の人々が意欲が高い。(4)第１波調査と第
２波調査の比較では、全般的に裁判員制度へ
の肯定的評価が高まっている。一般人の厳罰
主義的な態度は、高まりも低まりもしていな
い。 
 弁護士調査については、結果は、多くの設
問において、弁護士の間での態度の相違は大
きく、また弁護士会による違いも非常に大き
い。そして、それは、年齢、弁護士の経験年
数、性別、事務所規模など事務所の態様とは
関係がなく、弁護士会文化とも言うべきもの
が影響していると考えられる。 

さらに、本研究では、法曹三者合同模擬裁
判における評議の資料を基に、言語学、語用
論、談話分析、説得研究、集団意思決定論と

いった分野の知見を利用しながら、裁判参加
者の言語使用の特徴を質的・量的に検討・抽
出し、そこから裁判員と裁判官の判断要因、
意識、思考体系の差 異などを明らかにした。
そして、よりよき裁判員制度という観点から
発話量のコントロール、および影響的発話の
回避の方法についていくつかの提言を行っ
た。 
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